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カテゴリー 細目 ﾁｪｯｸ 
(1)第一著者が本学会の正会員である。  
(2)著者が複数の場合、その半数以上が本学会の正会員である。  

１．投稿要件 

(3)再投稿期限内の投稿である。【再審査の場合】  
(1)論文内容は未公刊のものである。  
(2)他の学術雑誌に同一内容の論文を同時に投稿していない。  

２．倫理的配慮 

(3)社会通念としての研究者倫理に抵触していない。  
(1)句読点が、和文では「，」「。」、英文では「,」「.」に統一されている。  
(2)統計記号はイタリック体になっている。  
(3)論文は常用漢字、現代かなづかいを用い、簡潔、明瞭に記述されている。  
(4) 本文中の引用と引用文献リストは全て過不足なく対応していて、綴りや刊行年が合致して

いる。 

 

(5) 文献は著者のアルファベット順、次いで刊行年順に並べてある。  

３．論文の文章や 

図表の表記 

(6) 英語表記の場合、引用文献の雑誌、書名のタイトルはイタリック体になっている。   
(1) 本文はＡ４判縦置き・横書きで、1枚の字数は 24字×45行になっている。  
(2) 左右の余白が 5．5㎝以上になっている。  
(3) 右横の余白に、図表等の挿入箇所が指定されている。  
(4) 本文に頁番号と行番号が記載されている。  

４．投稿論文の書式等 

(5) 添付票以外には、著者名、所属、謝辞を記載していない。  
(1) 表紙（表題並びにその英訳、原著論文と実践報告の区別を明記）  
(2)本文（引用文献を含む。著者名及び所属機関は書かない）  
(3)図表等（別紙に書き、TABLE１，FIGURE１のように通し番号をつける）  
(4) 和文要約（500字以内の要約と 5項目以内のキーワード。冒頭に表題をつける）  

(5)英文要約【実践報告では任意】（175語以内の要約と 5項目以内のキーワード。 

冒頭に表題をつける） 

 

(6)添付票（①表題並びにその英訳、②著者名・所属機関名並びにそれらの英訳、 

③代表者の連絡先住所とＥメールアドレス、④謝辞【任意】） 

 

(7)原稿（上記(1)~(5)をひとまとめにしたもの）4部、添付票 1枚、本チェックリスト 1枚  
(8)投稿論文と内容的に特に関係の深い同一著者による「既公刊論文（印刷中も含む）」あるい

は「現在投稿中の論文」の別刷またはコピー３部（著者名や所属がわかる記述は削除） 

 

(9)以前に「教授学習心理学研究」に投稿し、取り下げまたは不採択となった論文が本論文と関

係の深い内容である場合、以前の論文のコピー３部（著者名や所属がわかる記述は削除） 

 

５．必要な同封物 

(10)修正対照表【再審査の場合】  


